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これまでの歯科の取り組み
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8020運動～80歳で20本の歯を維持～
ごはんを美味しく食べられる

https://www.8020zaidan.or.jp/what/past.html 2



歯の数の維持
口腔機能の維持・向上へシフトチェンジ
歯がある ≠ 良く噛める・食べられる
歯がある ⇒ よりよく食べる
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日本歯科医師会は2007年6月に「歯科関係者のための食育推進支援
ガイド」を作成し、2019年に改訂版を作成し、診療や指導に役立て
ています。

https://www.jda.or.jp/dentist/program/guide.html 4



歯科からの食育・食支援
食べ方支援・口腔健康管理で全身の健康を支援

すべてのライフステージで「食」･「口腔機能」を支援

成長期(妊娠期～学齢期) 成人期 高齢期

●口腔機能の
 育成を支援

●歯の喪失防止
●咬合の保持 ●口腔機能の

   維持を支援

※口腔機能イメージ図

口腔機能の
差

・口腔機能発達不全症 ・生活習慣病・メタボリックシンドローム予防 ・オーラルフレイル対策
・口腔機能低下症

歯科の支援なしの場合

歯科の支援ありの場合
歯科が介入する事により口腔機能の十分な
発達が促され、また機能低下を抑制することが期
待できます

https://www.jda.or.jp/dentist/program/food.html 5



生活習慣病を防ごう
健康手帳 p.24
（厚生労働省HP ）

歯科関係者のための食育支援ガイド2019
p.53～62（日本歯科医師会HP ）

妊産婦のための食事バランスガイド
（厚生労働省HP）

赤ちゃんの口腔育成、 0歳からの摂食・嚥下
歯科関係者のための食育支援ガイド2019

p.34～35（日本歯科医師会HP ）

咀嚼支援マニュアル（受診者用）
平成21～23年度厚生労働科学研究
（研究代表者：安藤雄一）

すべてのライフステージごとのポイント
歯科からの食育・食支援

妊娠期の食支援

学齢期の食支援

乳幼児期の食支援

成人期の食支援

高齢期の食支援

高齢期の食育支援、オーラルフレイルの
予防
歯科関係者のための食育支援ガイド2019
p.95～108（日本歯科医師会HP ）

（授乳期～離乳期～幼児期前半～幼児期後半）

（小学校低学年～小学校中学年～小学校高学年～中学生～高校生）

テーマパーク8020

胎児の歯の発育

0歳児からの食べる機能①
5～8か月頃

0歳児からの食べる機能②
9か月～2歳頃

乳幼児期～学齢期①

乳幼児期～学齢期②

健康を維持する食育

摂食嚥下障害①
摂食嚥下障害②
認知症と食

スマイルケア食の選
び方
（農林水産省HP ）

日
歯
８
０
２
０
Ｔ
Ｖ

（東京都多摩小平保健所HP）

離乳から食べる力
の基礎ができるまで

ひとりで上手に食
べる力がつくまで

離乳の準備が
できるまで

https://www.jda.or.jp/dentist/program/food.html 6

https://www.jda.or.jp/park/prevent/ninsinji.html
https://www.jda.or.jp/tv/92.html
https://www.jda.or.jp/tv/93.html
https://www.jda.or.jp/tv/23.html
https://www.jda.or.jp/tv/24.html
https://www.jda.or.jp/tv/25.html
https://www.jda.or.jp/tv/08.html
https://www.jda.or.jp/tv/09.html
https://www.jda.or.jp/tv/72.html
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